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Abstract: The Quarternary System along the middle stream of the Akui River, ａ main tributary

of the Yoshino river, eastern part of Tokushima Prefecture, was studied, and five Formations

of Onoji (H), Nihongi; H (MI), Takase (Mil), Hanotsuji (L工) and Ohkubo (LE) are recog-

nized except the Alluvial Plain in descending order. These Formations make the following

terrace plains as shown in the parenthes叩, with the Late Holocene sediments forming the widest

Alluvial Plains along this river as follows:

　　H, Higher Terrace Deposits of the Middle Pleistocene － Onoji Formation with 2-14m thick,

corroded gravels.

　　MI, M[iddle Terrace Deposits 工of the Middle Pleistocene － Nihongi Formation with 15m

thick, corroded gravels.

　　ME, Middle Terrace Deposits n － Takase Formation with 3m thick, semi-corroded gravels.

　　L I , Lower Terrace Deposits 工of the Late Pleistocene － Hanotsuii Formation with 7m

thick, fresh gravels･

　　Ln, Lower Terrace Deposits H of the Late Pleistocene － Ohkubo Formation with 2-10m

thick, fresh gravels.
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はじめに

　これまで四国地方の第四系については，中川(1969)が最初に総括し，ついで満塩・古川(1988)

および満塩・加賀美(1992)などにより大まかな報告は終了され，その後ひき続いて四国各地の調

査も行われた．ここで述べるものは，四国東部に位置する徳島県鮎喰川(延長49.0km,流域面積

198.7km2)流域の第四系である．この流域付近の第四系については，寺戸(1966)が大まかな段丘

区分などの先駆的な報告を行っている．

　ところで，これまで四国地方では有力なテフラ層が少ないために，編年を行うことにかなりの困

難があった．しかし，町田・新井(1992)は，このような火山灰稀産地域でも広域火山灰は降下し
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ていることを示しており，三重県鈴鹿川では細粒堆積物から口火山ガラスjを用いた報告がなされて

おり(片岡・吉川, 1997),それらを基にしてこの調査を行なづだ．白丁

　当調査地域の徳島県鮎喰川中流域での段丘については，空中写真判別及び現地での地質調査など

の一般的な地形・地質学的手法の他に，上部にのる細粒堆積物中の火山ガラス及び鉱物結晶の分析

や屈折率測定などにより，段丘面・段丘構成層を５づに区分したトすなわち，これらは商い方から

順に，高位の大埜地面Ｈ(大埜地層)，中位の二本水面ＭＬ(二本本暦)・高瀬面ＭＨ(高瀬層)，及

び，低位の歯ノ辻面Ｌ工(歯の辻層)・大久保面七H(大久保層)であy=る．

　なお，本報告での“細粒堆積物"とは，表土の定義と少し異なﾚり√ここでは片岡・吉川(1997)

の定義に従って，段丘構成層の上位に載る段丘面離水後の堆積物を指す．

図１　四国の主要河川系及び調査流域‥‥　‥‥‥‥

　　　　太枠は鮎喰川流域　Ｍ,松山　Ｔ０,徳齢大瓦高知

　　　　R.HI,肱川　R. YO,吉野川皿. NA,那賀川

　　　　R.MO,物部川　Ｒ=いＮ卜仁淀川　R. S I,｡四万十川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地形；地質概要……………ダ･j

　鮎喰川は徳島県東部の名東郡神山町奥屋敷を源流とする延長49.0km,し流域面積198.7km2の河川で

ある．そして，神山町中部において，御荷鉾構造線の鮎喰川断層にょり東流し,宍同町中津から直角

に北転し，その後徳島市二本木町で東転の後に二宮町で北転し√不動東町において吉野川に合流し

ている吉野川最東端の１支流である．この流域の地質構造としては，中流域では，徳島刑務所付近

から北東～南西に延びる断層，及び，東西に延び石川田一入田線によって,‥その北側に三波川帯の

点紋結晶片岩類，南側に無点紋結晶片岩類とに分けられる．更に=↓石井町から鮎喰川に沿って南西

方向に延びる鮎喰川断層がある．そして，御荷鉾構造線により,大南に秩父帯・北に三波川帯と分け

られる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　また，丘陵部や段丘面の発達している地域では，高い方かち＼河床高度60mソ５０ｍ ・３０ｍ・２０～

５ｍ・５～Ｏｍと５段に各段丘平坦面がみられ√それらは各段丘構成層からなっている．
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図２　徳島県鮎喰川の河川縦断面及び各段丘分布図

　　　　Ｈ,大埜地面　ＭＩ，二本水面　Ｔ,高瀬面（Ｍｎ）

　　　　ＬＩ，歯ノ辻面　Ｌｎ，大久保面
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第四系の記載

　鮎喰川流域の第四系としては，前期更新世の先段丘構成層はこれまでのところ発見されていな

い．中期・後期の更新世は高位～低位段丘群であって前述のように，５つの段丘面を構成し，これ

らの段丘面を構成する段丘構成層については，高位段丘Ｈの大埜地層・中位段丘の二本本層Ｍ工・

高瀬層Ｍｎ，及び，低位段丘の歯ノ辻層ＬＩ・大久保層ＬＨと定義する．

図３　徳島県鮎喰川中流域神山町付近の段丘面区分図

　　　各面はそれぞれの構成層からなる
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Ａ．中期更新世　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………………

　これは高位段丘及び中位段丘を構成し，高位段丘の大埜地層√及びﾚ中位段丘の二本木層・高瀬

層から，それぞれなっている．　　　　　　　　　　　………=　■■■■　■■■■　■　　　■　　■

　　　　　おのじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　●･･　　･･A-1 .大埜地層　高位段丘構成層　　　　　　　　　　　・･．．･･　　　．･

　　命名者：池野孝夫(1998)　　　　　　　　犬　　………=．．･．･．　　　　・．・

　　模式地：徳島県各西郡神山町大埜地　loc. 8　　‾　　………　　　1　.1

　　分　布：神山町人埜地・徳島市二本本（徳島刑務所）　．・　．･・・・　　　　．･

　　標　高：海抜70m～220m　　　　　　　　　十十　‥‥‥‥‥‥　　‥

河床高度:80～110m

層　厚：約2～14ｍ

木層の模式地の大埜地では, 14mの層厚の榛層である．裸種はチャートが主で，形状は円牒～亜円

㈱である．また，牒の多くは赤褐色のクサリ傑化している. matrixはシルト質で，非常に激しく

風化しており，赤色土壌化か著しい．またloc.5では, matrix中に網状斑を見るごとができる．

Ｂ。中期更新世の中位段丘

　これは，本地域では中位段丘Ｍ工・MIIをつくる二本木層と高瀬層である．

B-1 .二本木層　中位段丘Ｉ構成層　　　　犬＼　　　　　　………

　　命名者：池野孝夫(1998)　　　　　　　･･　　　……………………

　　複式地：徳島県徳島市二本本徳島刑務所東方　1oc.6‥‥‥‥‥Iﾚ十

図４　徳島県鮎喰川中流域の露頭番号図‥　　　犬

　　　　５・８，大埜地層　３・４・６・７べ5，二本本層:13，高瀬層　2 ・ 9 ・10

　　　12，歯ノ辻層　1 ・ｎ・14，大久保層　　Ｉ　，

木層の分布は断片的であり，神山町五反地では裸層を載せず．二本木にのみ彿層を見ることができ

る. matrixはｎ面では層下部基盤岩との不整合付近でシルト質からなり:，層上部では砂質からな

り，その上に細粒堆積物が載る．漂は下部でぼとんと見られず,∧上部で大量に見られる．棟種はチャー
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トと黒色片岩が主となり，上部では少量の緑色片岩・石英・砂岩も含まれる．また，黒色片岩の多

くはクサリ牒化している．下部のシルト質のものは，全体の肉眼測定や，更に，水洗した物質の色

相から見て，少し風化した緑色片岩が主であると考えられる．中部の砂質のものは赤色土壌化が進

んでいる．
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　　　　　　　　　　　図５　徳島県鮎喰川中流域の各個柱状図

　　　　　　　　　　　　　　　露頭番号は図４を参照.

loc. 5･8,大埜地層(H) loc. 3･4･6･7･14,二本木層(MI) loc. 13,高瀬層（MH）

loc. 2･9･10･12,歯ノ辻層(LI) loci･11･15,大久保層（ＬＨ）
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Ｂ－２．高瀬層　　中位段丘Ｕ構成層　　　　　　十　　　　　　……………

　　命名者：池野孝夫(1998)　　　　　　　　　し　　　　　十

　　模式地：徳島県名東郡神山町高瀬　loc. 13　し犬犬　………：　＝　　：

　　分　布：名東郡神山町稲原・五反地・高瀬・徳島市二本木

　　標　高：海抜約40～50m　　　　　　　　　　　　l　･I･　二..　･..･ ･ソノベ･　一一

　　河床高度：約３０ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　．･．・･．･．･．　．･　　　･．　　　　　・・

　　層　厚：約3m　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･.････　.･....･..･ﾀﾞ.･　･／;/ﾉ　　:1.E.

本層の分布は断片的であり，露頭がみられるのは模式地のみである．本暦の下部では砂質相と偏平

な媒質の互層をなし，上部では10～20omの媒が点在する. matrixは砂質ヤシルト質で，色相は黄

褐色である．また，小媒は扁平な形をしているが√大きな媒は球形に近い形になっている．また，

媒種は黒色片岩・赤チャート・黒チャート・緑色片岩，そのほか少量の砂岩がある，また，黒色片

岩は少量がクサリ媒化している．　　　　　　　:二　十　………Iニ:　……：

Ｃ．後期更新世　低位段丘構成層　　　　　　　…………=………=……レ

　本地域の後期更新世は低位段丘構成層であり，これは歯ノ辻層(LI)と大久保層（ＬＨ）の２つ

に区分される．　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　……………

　　　　は　っじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　゜ＩC-1 .歯ノ辻　　低位段丘工構成層　　　　　＼犬　　　　　……=j

　　命名者：池野孝夫(1998)　　　　　　　　　　…………………

　　模式地：徳島県徳島市歯ノ辻　loc. 9　　　　　‥‥‥　　　‥‥‥‥‥万

　　分　布：名東郡神山町門屋・今井・京地・高瀬,･南行者野（徳島市歯ノ辻

　　標　高：海抜約30～80m　　　　　　　　　　　∧………＼　づ:……■■■　■■■■■　　■

　　河床高度：約5～20m　　　　　　　　　　　　　犬　十…………j･

　　層　厚：約７ｍ　　　　　　　　　　　　　　ト　……………………………

本層の分布は断片的であり, matrixは赤褐色砂質であるレ蝶にづいでは√緑色岩・チャート・砂

岩などからなる．模式地西方の露頭の上方には，細粒堆積物が確認できた．

　　　　おおくば　そう　　　　　　　　　　　　　　　　●一一　ﾌﾟ一一　:･●・　ト　･●　j.万一●C-2.大久保ｎ層　　低位段丘ｎ構成層　　　　Ｉ　　　　　＝　･．．･　　　．･

　　命名者：池野孝夫(1998)　　　　　　　　　……………………

　　複式地：徳島県徳島市高瀬　loc. 12　　　　犬　Ｉ…………　△十

　　分　布：名東郡神山町大中尾・中津・北宇井√大久保丿京地・五反地～徳島市二本木

　　標　高：海抜約20～500m　　　　　　　　……………ﾄJ‥……

　　河床高度：Ｏ～約40m　　　　　　　　　　　　　　…………………:＝

　　層　厚：約2～10m　　　　　　　　　　　　　　　　………∧………1

本層は上流部と中流部の２地区で連続的に見られるが，その中間では判別しがたい．また，上流部

では鮎喰川支流の大中尾川流域でも，露頭がみられる．本層のmatrixは赤褐色の非常にしまりの

いい粗粒砂質である．㈱については緑色岩・チャート・砂岩などからなりﾚ，下部の基盤と接してい

る所では，扁平な棟によって覆われており，上部はLO～30cmの角傑が点在している．

　また，本層では高瀬においてテフラ層がみられたがレこれは後述のようにＡＴ火山灰と対比でき

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　＼　　］
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　　　　　　　　　　　　　　　　細粒堆積物の分析及び記載

　ここでは段丘構成層の上位にのる「細粒堆積物」の分析結果について述べる．これは，かって小

椋・満塩ら(1985)が四国の軟弱地盤の沖積層を総括した際に，土壌や堆積物の成因を示したが，

ここで述べる「細粒堆積物」とは，いわゆる「表土」の他に火山灰のような風成堆積物Eorian

depositsを含めて呼称しているものである．

　ここで，現時点で把握されている細粒堆積物の性質を図６に示す．
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図６　徳島県鮎喰川中流域の第四系表層堆積物の鉱物記載

　　　　露頭番号は図４を参照Dbiは三波川帯のもの？　2)他にbw. glassを含む

　　　　bｗ,バブルウォール　g1,火山ガラス　cpx,単斜輝石　opx,普通輝石

　　　　bi,黒ウンモ　ho,普通角閃石　ｑt,石英　n/n2/y,屈折率
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　　表１　四国西部のj第）四･系対比表

調査地域 鮎喰川 勝浦川 桑野川 那賀川

　　　　吉　　野　　川

下流域　　　　１　中流域　｜　上流域

北岸
小島地区

　(南岸)

池田

　一貞光
本山盆地

完新世 沖積層 沖積層 沖積層 　沖積層

沖積段丘　構成層

沖積層 沖積層 沖積層 沖積層

更

新

世

後期
大久保層

歯ノ辻層

沼江層

中山層
新田層 和無田層 岩倉層 束分層 昼間層 上奈路層

中期

　高瀬履

二本木履

大埜地層

行司層

櫛渕層

菅蔵層

動談

議

　川高層

黒野田層

黒野田
　　峠層

切　馬

戸　場

層　層

井出口層

小廃駅層

　小島層

東川原層

　半田層

　中西層

天瀬層

吉野層

前期

土井口谷

柱　川層

層

群大谷層

土高瀬谷

柱　川層

層

群中上層

鮮新世 森山層

　細粒堆積物が顕著な露頭から試料の採取を行い,ﾌﾞ超音波洗浄によﾄつて洗浄し，風乾させた後に，

２サジ分をシャーレの上にのせ，双眼顕微鏡で個数の測定・鉱物鑑定を行い，火山ガラスはピンセッ

トで摘出した．その後に，東京都立大学へ持参して分析を行ﾚつた．なお，伺時に大量に抽出可能で

あった普通角閃石の分析も行った．これは新井(1972)・片岡･=古註(1997)などの方法によるもの

である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　六十　ゾ　＝　l.　　　　　＼

Ａ－１．大埜地層　　　　　　　　　　　　　　∧　　　Ｉ　∧……　………

　本層の細粒堆積物中には，風成の長石・石英の他に犬山ガラス（重鉱物類があり，これらの鉱物

組合せは，普通角閃石＞斜方輝石≫単斜輝石である.○またに極微量=ながらしジルコンも確認できた．

火山ガラスの屈折率はn =1.496～1.498及びn =1.504～L50こ7の扁平型である;　また，普通角閃石

の屈折率n2＝1.670～1.674, 1.676～1.682である.1ま万だ，=木層口別産地の普通角閃石の屈折率は，

7 =1.708～1.714, 1.719～1.720, 1.729～1.730というぺ値が得られた;　十

B- 1 .二本木層　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　:………j　　し

　本層の細粒堆積物中には，風成の長石・石英の他に，火山ガウスや重鉱物類は普通角閃石≫普通
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輝石＞斜方輝石が確認できた．火山ガラスの屈折率は, n =1.498～1.501, 1.506～1.510で，普通

角閃石の屈折率は1.680～1.685, 1.688～1.692で，普通輝石の屈折率は1.703～1.711の値が得られた．

B-2.高　瀬

　現在のところ，

層

細粒堆積物を載せる露頭は見つかっていない

C-1 .歯ノ辻層

　本層は長石がほとんど大部分を占めているが，バブルウオール型火山ガラスが多く，また，少量

ながら，普通輝石・単斜輝石などが見られた．火山ガラスの屈折率は，Ｌ工面でn =1.497～1.499

が大半を占め，少量のn =1.509～1.512の値が得られた．

Ｃ－２．大久保層

　本層は長石がほとんど大部分を占めるが，少量の普通輝石・単斜輝石，及び極微量の石英・普通

角閃石が確認できた．また，バブルウオール型火山ガラスは多く見られ，これらの屈折率を測るこ

とができた．火山ガラスの屈折率は二本木Ｈ面でn =1.497～1.501,及び, n =1.507～1.509の値

が得られた．

対 比

　本地域の第四系を，徳島県下の主要なそれらと対比すれば，表１のようになる．

　高位段丘(Ｈ)の大埜地層は，勝浦川の櫛淵層に，那賀川流域での黒野田層に，桑野川での高位

段丘裸層にそれぞれ対比され，また，吉野川においては，上流の吉野層・中流の中西層に，下流域

の北岸での井出口層・南岸での小島層に，それぞれ対比される．

　また，中位段丘(ＭＩ)の二本本層は，現在のところ，他の流域には対比される地層は見つかっ

ていない．

　本流域の中位段丘(Ｍｎ)の高瀬層は，勝浦川の行司層(新称，別報予定)に，那賀川流域では川

島層に，桑野川での動々原裸層にそれぞれ対比される．また，吉野川では，上流域の天瀬層に，中

流域の半田層あるいは東川原層に，下流域では南岸の小島駅層・北岸の馬場層・切戸層に，それぞ

れ対比される．

　低位段丘[Ｌ]:)の歯ノ辻層は，勝浦川流域の中山層(新称，別報予定)に，那賀川での和無田層

に，桑野川での新田層にそれぞれ対比される．また，吉野川では，上流域の上奈路層に，中流域の

昼間層に対比され，下流域では，南岸の束分層・北岸の岩倉層などに，それぞれ対比される．

　なお，低位段丘(Ｌｎ)の大久保層に対比される地層は，勝浦川流域の沼江層以外には，現在の

ところ，見つかっていない．また，高知県中央部の物部川下流域の土佐山田町には古町層があり，

木層はこれに対比できる．

考　　　察

　地質調査や火山分析の結果などから，これらの段丘の形成年代など考察する．

　テフラの明確なＭ工の二本木層については，その最上部の最粒堆積物の火山灰は，普通角閃石・

石英がＡＴ火山灰よりも多く含まれ，また，ガラスの屈折率のn =1.498～1.500,及び, 1.506～

1.510,普通角閃石の屈折率は, n2 = 1.688～1.692,普通輝石の屈折率ア= 1.703～1.711である．火
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山灰アトラス(1992)と以上の分析値を対比すると, K-TかAso-4:火山灰起源のものが含まれてい

る可能性があると考えられる．更に，二本木層のごの川に沿町分布は,犬現在の河床勾配よりゆるや

かである（図２）ので，最終間氷期の形成と考えられる．

　次にＬｎの大久保層はＡＴ火山灰を挟んでいるので，最終氷期の形成と考えられる．

　最後に，Ｈの大埜地層は，最上部の細粒堆積物中の火山灰はﾚATしと良一Ａｈ起源と対比される値

が得られたが，本層は中位の二本木層より高位に分布しているので↓最終間氷期以前に形成された

高位面と考えられる．また，ＭＨの高瀬層とＬＴめ歯ノ辻層は，大久保層・二本木層との間にあり，

これらの形成時期は最終間氷期から最終氷期にかけた期間の形成と考え=られる．これは満塩・古川

(1985)の土佐湾沿岸における海水準の変動のカーブと一致する．　　∧

　更に，神山町の鮎喰川上流域における鮎喰川断層は，活断層であるとされているが，断層と段丘

面との関係についても，今後の検討課題である．十　　　∧　，

ま　と　め

徳島県東部の鮎喰川に発達する第四系について，航空写真の判読，中流域での地形・地質調査及

び段丘構成層の上位にのる細粒堆積物の火山ガラズ・普通角閃石・斜方輝石などの分析から，以下

のことが明らかになった．

１）鮎喰川流域の段丘面は高位のものから，高位段丘の大埜地面（大埜地層Ｈ）・中位段丘の二本

　水面（二二本木層,MI)・高瀬面（高瀬層, MD),低位段丘の歯ノ辻面（歯ノ辻層，ＬＩ）・大久保

　面（大久保層，ＬＨ）に区分される．　　　　　　……………………:く‥‥‥　‥‥‥‥‥

２）片岡・吉川(1997)の指摘のように，段丘構成層の上位にのる細粒堆積物からの火山ガラス・

　普通角閃石・普通輝石・単斜輝石・高温型石英などの発見・分析により，火山灰降下の痕跡を見

　い出すことができた．これにより，中位段丘Ｍ工の二本水面ではﾉＡsｏノニ4･K-Tz火山灰の可能

　性のあるものが検出された．高位面の大埜地層及び低位面Ｌ＼nの大久保層では，ＡＴ火山灰及び

　Ｋ－Ａｈ火山灰由来の火山ガラスが含まれていた．また，大久保層は層間にＡＴ火山灰を挟んで

いる．

３）以上より，大埜地層は最終間氷期以前に形成さ=れた高位面王Iであり,=二本木面ＭＩ（二本木層）

　は最終間氷期頃に形成された中位面と考えられる．　　　　　　＼

４）四国の他地域でも，この方法が広範囲で適応でき/ると考えられ，従来め段丘区分より更に詳し

　い段丘区分を行うことが可能となったが，現時点での徳島県下の第四系との対比を行った．

　今後とも，火山灰の発見に注意しながら，四国の第四系の調査を行わねばならない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●謝　　　………舌摩………　…く=……　……ト　…………

　本報告をなすにあたり，高知大学理学部自然環境科学教室の東正治教授・安田尚登助教授・栗林

知史氏・海洋地質学研究室の諸氏には，有益な助言や協力をいﾚ=ただいた.＼

　また，徳島文理大学の寺戸恒夫教授には粗稿を読んでいただき，有益な助言をいただいた．更に，

東京都立大学地理学教室の植木岳雪修士及び同教室の諸氏にもﾚ，テフラ同定や貴重な試料を分けて

いただき，有益な助言をいただいた．　　　　　　＜　］　＼　＞　＜

　また，人間・環境変動研究会の諸氏にも常にご協力いただいている．

　以上の方々に，深く感謝します．　　　　　　　　　　　十
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